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 ～トウガラシやラー油などで農商連携～
 
 今年も、激辛フェスに向けてトウガラシが栽培されています。
 酷暑の夏、雨も少ない中での栽培はとても大変ですが、中野修一さんと中根亮汰さん
の育てているトウガラシは、少しずつ大きくなってきています。
 羽村市の各店舗が激辛料理に使用するトウガラシは、羽村市農業後継者クラブが提供
します。また、宮川修典さんが作っているキャロライナ・リーパーを使用したラー油も
各店舗に配られます。激辛フェスの際は、ぜひ、お店に足を運んで激辛料理にチャレン
ジしてみてください。実施時期など、詳しくは、今後の広報はむらに掲載されます。

 



　

羽
村
市
農
業
委
員
会

　
　

会
長　

石
田　

正
弘

　

１
９
０
３
年
ア
メ
リ
カ
は
ウ
ィ
ス
コ
ン

シ
ン
州
、
ミ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ー
で
ハ
ー
レ
ー

ダ
ビ
ッ
ド
ソ
ン
は
産
声
を
あ
げ
た
。
私
の

愛
車
は
１
９
５
７
年
式
の
ハ
ー
レ
ー
、
通

称
57
パ
ン
ヘ
ッ
ド
。
私
よ
り
三
学
年
上
で
、

製
造
さ
れ
て
か
ら
68
年
経
っ
て
い
る
。

　
バ
イ
ク
と
い
う
も
の
は
乗
っ
て
走
る
も

の
だ
か
ら
、
つ
ま
り
、
所
有
す
る
ま
で
で

は
な
く
、
手
に
入
れ
て
か
ら
付
き
合
っ
て

い
く
に
は
そ
れ
な
り
の
覚
悟
が
必
要
で
、

ど
う
し
て
も
時
間
と
金
が
か
か
る
と
い
う

こ
と
だ
。 
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ち
な
み
に
エ
ン
ジ
ン
の
腰
下
、
腰
上
を

オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
す
る
と
、
１
０
０
万
前

後
か
か
る
。
ど
こ
に
行
く
に
も
、
帰
っ
て

こ
な
い
と
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
自
分
の

バ
イ
ク
に
何
が
起
き
て
い
る
の
か
を
普
段

か
ら
把
握
し
て
い
な
い
と
い
け
な
い
。 

　

 

グ
レ
イ
テ
ス
ト
ハ
ー
レ
ー 

　
こ
の
と
こ
ろ
、
時
代
の
狭
間
の
せ
い
か
、

良
い
古
い
パ
ー
ツ
を
作
る
メ
ー
カ
ー
が
減

り
、
低
価
格
だ
け
を
求
め
、
質
に
は
こ
だ

わ
ら
な
い
方
向
へ
と
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。

昔
な
が
ら
の
職
人
気
質
で
作
ら
れ
た
パ
ー

ツ
は
、
も
は
や
貴
重
品
と
化
し
て
い
る
。

そ
れ
で
も
ハ
ー
レ
ー
に
は
パ
ー
ツ
が
あ
る
。

　
今
後
も
、
私
は
ハ
ー
レ
ー
を
手
放
す
つ

も
り
は
な
い
。
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
か

ら
も
バ
イ
ク
本
体
と
私
の
試
行
錯
誤
が
必

要
だ
。
こ
の
と
こ
ろ
、
仕
事
や
年
齢
、
体

力
の
衰
え
で
、
エ
ン
ジ
ン
は
か
け
て
い
な

い
。
な
ぜ
な
ら
、
キ
ー
を
回
し
て
も
エ
ン

ジ
ン
は
始
動
し
な
い
。
私
と
同
じ
ア
ナ
ロ

グ
な
キ
ッ
ク
オ
ン
リ
ー
の
オ
ー
ト
バ
イ
、

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
。  



　
7
月
24
日
、
農
業
者
年
金
制
度
推
進
研

究
会
が
開
催
さ
れ
、
農
業
者
年
金
加
入
推
進

委
員
の
阿
部
委
員
と
事
務
局
が
リ
モ
ー
ト
で

参
加
し
ま
し
た
。
年
金
制
度
の
し
く
み
や
、

他
市
町
村
の
普
及
方
法
の
事
例
な
ど
か
ら
、

年
金
加
入
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
支
払
う
保
険
料
は
、
全
額
が
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
と
な
り
、
所
得
税
・
住
民
税
の

節
税
に
な
り
ま
す
。
加
入
者
や
受
給
者
数
に

左
右
さ
れ
に
く
く
、
保
険
料
は
、
将
来
の
自

ら
の
年
金
給
付
費
に
な
り
ま
す
。
加
入
・
脱

退
は
い
つ
で
も
で
き
ま
す
。
運
用
益
も
非
課

税
で
す
。
加
入
要
件
な
ど
、
詳
細
は
、
羽
村

市
農
業
委
員
会
事
務
局
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　　　

    

　　
広
報
研
究
会

　

農
業
委
員
の
業
務
に
は
、
農
業
者
に
情
報
を

知
ら
せ
る
た
め
の
広
報
活
動
が
あ
り
ま
す
。
　　

　
9
月
５
日
、
広
報
研
究
会
が
Ｊ
Ａ
東
京
南
新

宿
ビ
ル
で
開
催
さ
れ
、
農
政
だ
よ
り
編
集
委
員

長
の
宮
本
委
員
と
事
務
局
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
を
制
作
す
る
過
程
や
、

雑
誌
・
書
籍
を
出
版
す
る
た
め
の
企
画
・
編
集

の
話
な
ど
、
興
味
深
い
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
市
民
と
農
家
を
つ
な
ぐ
情
報
発
信
の

大
切
さ
や
、
今
後
の
農
政
だ
よ
り
の
取
り
組
み

方
、
伝
え
方
の
工
夫
な
ど
、
広
報
の
役
割
を
改

め
て
考
え
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。
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農
業
者
年
金
制
度
推
進
研
究
会 

農
業
委
員
会
会
長
職
務
代
理
・
部
会
長
研
究
集
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　（
区
内
地
区
・
北
多
摩
地
区)

　
9
月
10
日
、
農
業
委
員
会
会
長
職
務
代
理
・

部
会
長
研
究
集
会(

区
内
地
区
・
北
多
摩
地
区)

を

受
け
入
れ
ま
し
た
。
羽
村
市
産
業
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
、
石
田
会
長
が
あ
い
さ
つ
を
行
い
、
事

務
局
が
羽
村
市
農
業
委
員
会
の
活
動
や
農
業
施

策
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

宮
川
修
さ
ん
と
清
水
亮
一
さ
ん
の
圃
場
を
視
察

し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
営
農
状
況
な
ど
を
説

明
し
、
質
疑
も
多
く
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

　
8
月
22
日
、
西
多
摩
地
区
農
業
委
員
研
修
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
農
業
委
員
と
事
務
局
が

リ
モ
ー
ト
で
参
加
し
ま
し
た
。
　

　
研
修
会
で
は
、
農
業
委
員
会
活
動
を
進
め
る

た
め
に
必
要
な
知
識
と
し
て
、
農
地
や
生
産
緑

地
を
守
り
効
果
的
に
使
用
し
て
い
く
方
法
、
担

い
手
の
支
援
、
都
市
農
地
貸
借
円
滑
化
法
や
、

相
続
税
納
税
猶
予
制
度
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。
　

　
令
和
７
年
度
の
東
京
都
の
農
業
支
援
策
、
東

京
の
農
業
を
め
ぐ
る
課
題
に
つ
い
て
も
考
え
る

機
会
に
な
り
、
こ
れ
か
ら
も
、
様
々
な
制
度
や

情
報
を
広
く
学
び
地
域
農
業
者
に
伝
え
て
い
き

ま
す
。

　　
西
多
摩
地
区
農
業
委
員
研
修
会

　　　

↑ナスの圃場で説明する
 宮川修さん(右から3人目)

↓水田で説明する
 清水亮一さん㊧と、石田会長



農
産
物
直
売
所
出
張
販
売
を

実
施
し
ま
し
た

　　
6
月
27
日
、
羽
村

市
役
所
正
面
玄
関
前
に

て
羽
村
市
農
産
物
直
売

所
出
張
販
売
を
行
い
ま

し
た
。
ナ
ス
や
キ
ュ
ウ

リ
な
ど
、
旬
の
野
菜
が

７
６
２
点
並
び
、
１
６

２
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

次
回
は
、
12
月
に
予

定
し
て
お
り
ま
す
。

　

　
乗
用
型
ト
ラ
ク
タ
ー
を
運
転
す
る
時

に
は
、
必
ず
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着

用
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
確
実
な
運
転
を

行
い
、
道
路
走
行
時
は
、
必
ず
左
右
の

ブ
レ
ー
キ
を
連
結
し
ま
し
ょ
う
。

　
低
速
車
マ
ー
ク
や
反
射
板
を

設
置
し
ま
し
ょ
う
。

　　
　

そ
の
他
の
主
な
活
動

7
月

　

5
日
・
6
日　
あ
さ
が
お
・
ほ
お
ず
き
市

　

25
日　
農
業
委
員
会
総
会

　

30
日　
農
業
団
体
協
議
会
役
員
会

8
月

　

6
日   
農
業
団
体
協
議
会
役
員
会

　

22
日　
西
多
摩
地
区
農
業
委
員
研
修
会

　

25
日　
農
業
委
員
会
総
会

9
月

　

3
日　
農
業
団
体
協
議
会
役
員
・
理
事
会

　
　
　
　
　

 

農
業
展
運
営
委
員
会

　

5
日　
広
報
研
究
会

　

10
日　
農
業
委
員
会
会
長
職
務
代
理
・
部
会
長
研
究
集
会

　

18
日　
農
業
委
員
会
会
長
職
務
代
理
・
部
会
長
研
究
集
会　

　

 

24
日　
廃
棄
ビ
ニ
ー
ル
回
収

　

25
日　
農
業
委
員
会
総
会

 

労
働
安
全
・
事
故
防
止
に
つ
い
て

 全国農業新聞は、農業及び農政の現
状を中心に農業者の経営とくらしに役
立つ情報が掲載されています。
　郵送(新聞本誌)の購読者であれば、
電子版も無料で見ることができます。　
◇月4回 金曜日発行 
◇ 購読料 700円(送料、税込み)※
　お申し込みは、お近くの農業委員、
または農業委員会事務局まで。
※令和8年４月より900円に改定。

　農業者年金は、積立方式（確定拠出
型）で加入者・受給者数に左右されにく
い公的年金です。20歳以上60歳未満の国
民年金加入者で、年間60日以上農業に従
事する方であれば誰でも加入できます。
ご自身の将来設計のために積極的に活用
して、豊かな生活を実現しましょう。支
払う保険料は、全額社会保険料控除の対
象となります。
　詳しくは、農業委員会事務局までご相
談ください。

・・・農業者年金に加入しましょう・・・

  

熱
中
症
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
引
き
続
き
暑
い
気
象
が
続
き
ま
す
。
農
作

業
中
は
、
こ
ま
め
に
休
憩
し
て
、
水
分
・
塩

分
を
補
給
す
る
こ
と
、
暑
い
時
間
の
作
業
を

極
力
避
け
る
な
ど
、
熱
中
症
の
予
防
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

　
熱
中
症
が
疑
わ
れ
る
と
き
は
、
涼
し
い
場

所
に
避
難
、
衣
服
を
ゆ
る
め
、
体
を
急
速
冷

却
、
水
分
・
塩
分
の
補
給
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
　

　
応
急
処
置
を
し
て
も
症
状
が
改
善
し
な
い

時
は
、
医
療
機
関
で
診
療
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
国
の
省
令
に
よ
り
、

労
働
者
を
雇
用
す
る
場
合
は
、

対
策
を
周
知
す
る
こ
と
が

新
た
に
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。
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べ
た
掛
け
栽
培
の
ご
紹
介

べ
た
が
け
栽
培
と
は 

　
べ
た
が
け
栽
培
は
、
播
種
や
苗
の
定
植
後
に
、
不
織
布
や
寒
冷
紗
な
ど
の
資

材
で
畝
を
覆
う
栽
培
方
法
で
す
。
冬
季
に
べ
た
が
け
を
行
う
と
、
内
部
の
熱
が

逃
げ
に
く
く
な
り
、
保
温
効
果
が
得
ら
れ
る
の
で
、
作
物
の
生
育
が
促
さ
れ
ま

す
。
ま
た
霜
や
冷
た
い
風
か
ら
作
物
を
物
理
的
に
保
護
す
る
こ
と
で
、
凍
霜
害

の
発
生
を
軽
減
し
、
作
物
の
品
質
低
下
を
防
ぐ
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。
こ
の

ほ
か
強
風
や
、
害
虫
や
鳥
に
よ
る
被
害
を
防
ぐ
効
果
も
あ
り
ま
す
。 

 

〇 

割
繊
維
不
織
布
（
か
つ
せ
ん
い
ふ
し
ょ
く
ふ
） 

　
保
温
、
防
霜
、
遮
光
な
ど
の
目
的
で
使
用

さ
れ
、
長
繊
維
不
織
布
よ
り
も
耐
久
性
に
優

れ
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
繊
維
間
の
隙
間
が

比
較
的
大
き
い
た
め
、
長
繊
維
不
織
布
よ
り

通
気
性
に
優
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
構
造
上
、

遮
光
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。 

（
例
）
ベ
タ
ロ
ン
、
ワ
リ
フ
等 

  

べ
た
が
け
資
材
の
種
類
と
特
徴 

〇 

長
繊
維
不
織
布
（
ち
ょ
う
せ
ん
い
ふ
し
ょ
く
ふ
） 

　
保
温
、
防
霜
、
防
虫
な
ど
の
目
的
で
使
用
さ
れ
、
特
に
作
物
の
生
育
促
進
や

冬
季
の
霜
よ
け
に
適
し
て
い
ま
す
。
耐
用
年
数
は
比
較
的
短
い
も
の
の
、
低
価

格
で
軽
量
な
こ
と
か
ら
使
用
し
や
す
い
と
い
う
利
点
が
あ
り
ま
す
。 

（
例
）
パ
オ
パ
オ
、
パ
ス
ラ
イ
ト
等 

  〇 

寒
冷
紗 

　
保
温
、
防
霜
、
遮
光
、
防
風
、
防
虫
な
ど
の
目
的
で
使
用
さ
れ
ま
す
。
糸
を

粗
く
織
っ
た
布
状
の
資
材
で
、
通
気
性
が
良
く
、
蒸
れ
に
く
い
の
が
特
徴
で
す
。

比
較
的
高
価
格
で
す
が
、
耐
久
性
が
あ
り
、
長
期
間
使
用
で
き
ま
す
。  

 

被
覆
方
法
の
紹
介 

　
べ
た
が
け
に
は
、
主
に
「
直
が
け
」
と
「
浮
き
が
け
」
が
あ
り
ま
す
。 

〇 

直
が
け 

方
　
法
　
作
物
の
上
に
直
接
資
材
を
か
け
る
方
法
で
、
露
地
で
は
裾
を
ピ
ン
な
ど

　
　
　
　
で
固
定
し
ま
す
。
長
繊
維
不
織
布
や
割
繊
維
不
織
布
が
使
用
さ
れ
ま
す
。 

利
　
点
　
特
に
地
温
上
昇
に
よ
り
早
春
や
晩
秋
に
作
物
の
生
育
を
促
進
す
る
こ
と

　
　
　
　
が
で
き
ま
す
。
ま
た
資
材
の
設
置
が
簡
単
で
、
省
力
的
に
行
え
ま
す
。 

留
意
点
　
作
物
が
成
長
す
る
と
、
資
材
に
葉
が
擦
れ
て
傷
が
つ
く
可
能
性
が
あ
り

　
　
　
　
ま
す
。
ま
た
内
部
は
や
や
過
湿
に
な
り
や
す
い
で
す
。 

  　
作
物
別
の
被
覆
方
法 

（
１
）
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、
コ
マ
ツ
ナ
で
の
被
覆

　
　
不
織
布
で
「
直
が
け
」
を
行
い
、
播
種
直
後
の
欠
株
防
止
や
、
低
温
期
の
　
　

　
生
育
促
進
や
凍
霜
害
を
予
防
し
ま
す
。
不
織
布
は
株
の
伸
長
を
考
慮
し
て
、
　
　

　
た
る
ま
せ
て
か
け
る
よ
う
に
し
ま
す
。
収
穫
期
が
近
づ
い
て
き
た
ら
日
中
は

　
被
覆
を
剥
が
し
、
直
射
日
光
を
十
分
に
当
て
ま
し
ょ
う
。 

    写真 べたがけ栽培の様子

表 べたがけ栽培に使用する資材と特徴 

主な用途 耐久性 価格 重量
長繊維不織布 保温、防霜、防虫 弱 低 軽
割繊維不織布 保温、防霜、遮光 中 高 重

寒冷紗 保温、防霜、遮光、防風、防虫 強 高 重

（
２
）
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
ハ
ク
サ
イ
で
の
被
覆 

　
　
不
織
布
、
ま
た
は
寒
冷
紗
の
ど
ち
ら
も
使
用
で
き
ま
す
。
作
物
が
資
材
に
　
　
　

　
触
れ
る
と
葉
や
花
蕾
が
傷
む
た
め
「
浮
き
が
け
」
を
行
い
ま
す
。 

（
３
）
レ
タ
ス
で
の
被
覆 

　
　
厳
寒
期
に
は
べ
た
が
け
栽
培
で
凍
結
を
防
ぐ
こ
と
は
困
難
で
す
が
、
早
春
　

　
の
栽
培
で
は
不
織
布
の
「
直
が
け
」
に
よ
り
保
温
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。 

〇 

浮
き
が
け
（
ト
ン
ネ
ル
が
け
） 

方
　
法
　
支
柱
や
ア
ー
チ
パ
イ
プ
な
ど
で
ト
ン
ネ
ル
を
作
り
、
そ
の
上
か
ら
資
材

　
　
　
　
を
か
け
る
方
法
で
す
。
割
繊
維
不
織
布
が
よ
く
使
用
さ
れ
ま
す
。 

利
　
点
　
主
に
防
霜
や
遮
光
、
遮
熱
を
目
的
に
行
な
わ
れ
、
直
が
け
よ
り
も
保
温
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
効
果
が
高
い
で
す
。 

留
意
点
　
直
が
け
に
比
べ
て
、
資
材
の
設
置
に
手
間
と
コ
ス
ト
が
か
か
り
ま
す
。 

 

　[

問
い
合
わ
せ
先]

　 

東
京
都
西
多
摩
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー 

　
　
電
話 

０
４
２
８
（
３
１
）
２
３
７
４ 
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【
編
集
後
記
】

　
　
閑
け
さ
や
　
岩
に
し
み
い
る
　
蝉
の
声

　
こ
こ
数
年
、
も
う
と
っ
く
に
鳴
い
て
い
る
は
ず
の
蝉

の
声
が
、
聞
こ
え
て
こ
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
原
因

は
、
高
温
と
、
雨
の
降
り
方
に
よ
る
も
の
が
大
き
い
そ

う
で
す
。
蝉
は
、
孵
化
か
ら
羽
化
ま
で
、
数
年
か
ら
10

年
程
、
地
中
に
眠
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
間
の
地
中
の
温

度
や
、
土
の
湿
り
具
合
な
ど
、
全
て
が
整
っ
て
、
や
っ

と
地
上
へ
と
出
て
こ
ら
れ
る
と
の
こ
と
。

　
し
か
し
、
昨
今
で
は
、
梅
雨
ら
し
い
雨
が
続
か
ず
、

局
地
的
短
時
間
の
豪
雨
な
ど
、
な
か
な
か
地
中
奥
深
く

ま
で
水
分
が
届
き
に
く
い
為
、
土
が
柔
ら
か
く
な
ら
ず
、

幼
虫
が
地
上
に
上
が
り
に
く
く
な
っ
て
い
る
の
も
影
響

が
あ
る
そ
う
で
、
や
っ
と
地
上
に
出
ら
れ
て
も
、
こ
の

暑
さ
の
せ
い
で
、
羽
化
に
失
敗
し
て
し
ま
う
幼
虫
も
多

く
な
っ
て
い
る
と
か
。

　
そ
う
考
え
る
と
、
農
作
物
も
生
き
物
も
、
全
て
自
然

の
恵
み
の
お
か
げ
で
、
成
り
立
っ
て
き
た
の
だ
と
実
感

し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
こ
の
編
集
後
記
を
書
い
て
い
る
今
、
早
朝
か
ら
蝉
の

大
合
唱
で
、
暑
さ
も
倍
増
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
夏
の

風
物
詩
と
と
ら
え
、
ヒ
グ
ラ
シ
の
涼
し
げ
な
声
で
、
秋

の
知
ら
せ
を
待
ち
た
い
も
の
で
す
ね
。
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
記
）

　　
　
【
編
集
委
員
】

　
　
　
　
宮
川
篤
、
井
上
淳
孝
、
阿
部
慎
也

　
　
　
　
下
田
壯
、
宮
本
健
司

　
　
【
事
務
局
】

　
　
　
　
羽
村
市
農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
（
産
業
環
境
部
産
業
振
興
課
農
政
係
）

　
農
業
委
員
会
で
は
、
10
月
を
「
農

地
管
理
推
進
月
間
」
と
し
、
農
地
パ

ト
ロ
ー
ル
や
農
地
利
用
に
つ
い
て
の

相
談
業
務
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　
農
地
法
第
30
条
で
は
、
農
業
委
員

会
は
農
地
の
利
用
状
況
調
査
を
行
う

こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
農
地
管
理
推

進
月
間
中
で
あ
る
、
10
月
24
日(

金)

に
、
農
業
委
員
と
農
業
委
員
会
事
務

局
職
員
、
都
市
計
画
課
職
員
で
、
特

定
生
産
緑
地
を
含
め
た
全
生
産
緑
地

の
見
回
り
を
行
い
ま
す
。

　
調
査
の
結
果
、
肥
培
管
理
の
不
適

切
な
農
地
に
つ
い
て
は
、
指
導
等
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。
指
導
等
に
従
わ

ず
農
地
を
放
置
す
る
と
、
相
続
税
納

税
猶
予
制
度
対
象
農
地
の
場
合
、
期

限
が
確
定(

納
税
猶
予
打
切
り)

と
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
生
産
緑
地
制
度
は
、
農
業

の
生
産
に
供
さ
れ
る
土
地
に
認
め
ら

れ
た
制
度
で
あ
り
、
税
制
面
で
優
遇

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
も
、
農
地

の
適
切
な
管
理
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
様
々
な
事
情
で
耕
作
を
続
け
て
い

く
こ
と
が
難
し
い
場
合
や
、
今
後
の

農
地
利
用
に
つ
い
て
お
考
え
の
方
は

農
業
委
員
も
し
く
は
、
農
業
委
員
会

事
務
局
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

6

１１月１日（土）・２日（日）
（午前１０時から午後４時まで）の２日間
「はむら市民と産業のまつり２０２５」が
Ｓ＆Ｄスポーツパーク富士見（富士見公
園）で開催されます。
農業展では、農産物共進会や野菜を使った
宝船の展示・即売、収穫体験、チャリティ
バザーなどを実施します。
共進会やチャリティバザーへの出品にぜひ
ご協力ください。


